
議案第２０号 

川之石地区交流拠点施設の設置及び管理に関する条例の制定について 

標記条例を次のように制定する。 

令和３年２月２４日提出 

八幡浜市長 大 城 一 郎 

 

記 

川之石地区交流拠点施設の設置及び管理に関する条例 

（設置） 

第１条 川之石地区の住民をはじめ、市内外からの来訪者（以下「来訪者」とい

う。）に対する憩いの場及び交流の場を提供するとともに、ボランティア活動、

文化活動、生涯学習活動その他の地域活性化に資する市民の活動を支援するた

め、川之石地区交流拠点施設（以下「交流拠点施設」という。）を設置する。 

（名称及び位置） 

第２条 交流拠点施設の名称及び位置は、次のとおりとする。 

名称 川之石地区交流拠点施設 

位置 八幡浜市保内町川之石３番耕地１１番地１ 

（施設） 

第３条 交流拠点施設に次の施設を置く。 

⑴ 多目的ホール 

⑵ 集会ホール 

⑶ 会議室 

⑷ 厨房 

⑸ 工作室 

⑹ 創作室 

⑺ 和室 

⑻ 談話ルーム 

⑼ 事務室 

⑽ その他管理運営上必要な施設 

（事業） 

第４条 交流拠点施設は、次の事業を行う。 
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⑴ 市民及び来訪者に対して、休憩及び交流の場を提供すること。 

⑵ 市民及び来訪者に対して、地域の歴史、文化等に関する情報を提供するこ

と。 

⑶ 地域の生涯学習を活発にする取組を行うこと。 

⑷ 前３号に掲げるもののほか、第１条に規定した設置の目的を踏まえた地域

活性化に資する取組を行うこと。 

（開館時間及び休館日） 

第５条 交流拠点施設の開館時間は、午前９時から午後９時３０分までとする。

ただし、八幡浜市教育委員会（以下「教育委員会」という。）が必要と認める

ときは、変更することができる。 

２ 交流拠点施設の休館日は、年始及び年末（１月１日から１月３日まで及び１

２月２９日から１２月３１日まで）とする。ただし、教育委員会が必要と認め

るときは、変更することができる。 

（利用の許可） 

第６条 交流拠点施設を利用しようとする者は、あらかじめ教育委員会の許可を

受けなければならない。許可された事項を変更するときも、同様とする。 

２ 教育委員会は、他の法律により禁止されているもののほか、次の各号のいず

れかに該当するときは、交流拠点施設の利用を許可しない。 

⑴ 公の秩序を乱し、又は善良な風俗を害するおそれがあると認めるとき。 

⑵ 施設、設備又は備品（以下「備品等」という。）を損傷し、又は滅失させ

るおそれがあると認めるとき。 

⑶ 暴力排除の趣旨に反すると認めるとき。 

⑷ 前３号に掲げるもののほか、施設の管理運営上支障があると認めるとき。 

３ 教育委員会は、第１条の規定により許可をする場合において、管理上必要な

条件を付けることができる。 

（利用の制限） 

第７条 教育委員会は、次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、許可し

た事項を変更し、若しくは取り消し、又は利用の中止を命ずることができる。 

⑴ 利用の許可を受けた者（以下「利用者」という。）が許可を受けた利用の

目的に違反したとき。 

⑵ 利用者がこの条例又はこの条例に基づく規則若しくは教育委員会が指示
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した事項に違反したとき。 

⑶ 利用者が許可の申請に偽りの記載をし、又は不正の手段によって許可を受

けたとき。 

⑷ 自然災害その他避けることができない理由により必要があると認めると

き。 

⑸ 公益上必要があると認めるとき。 

⑹ 前各号に掲げるもののほか、施設の管理上特に必要と認めるとき。 

（使用料の納入） 

第８条 利用者は、別表に規定する使用料を前納しなければならない。ただし、

教育委員会が特別の事由があると認める場合は、この限りでない。 

（使用料の減免） 

第９条 教育委員会が公益上特に必要があると認める場合は、使用料を減額し、

又は免除することができる。 

（使用料の還付） 

第１０条 既に納入された使用料は、還付しない。ただし、次の各号のいずれか

に該当する場合は、その全部又は一部を還付することができる。 

⑴ 利用者の責めに帰することができない事由により、利用ができなくなった

とき。 

⑵ 第７条第４号から第６号までの規定により利用の許可を取り消し、又は利

用を中止したとき。 

⑶ 前２号に掲げるもののほか、教育委員会が特に還付の必要があると認める

とき。 

（利用権譲渡等の禁止） 

第１１条 利用者は、交流拠点施設の利用の権利を他人に譲渡し、又は転貸して

はならない。 

（設備等の設置制限） 

第１２条 利用者は、交流拠点施設の利用に当たって特別の設備又は備付け以外

の器具を設置し、又は搬入しようとするときは、あらかじめ教育委員会の許可

を受けなければならない。 

２ 前項の場合において、費用が生ずるときは、全て利用者が負担する。 

（原状回復義務） 
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第１３条 利用者は、交流拠点施設の利用を終了したとき又は第７条の規定によ

り利用の許可を取り消され、若しくは利用の中止を命ぜられたときは、その利

用した施設等を速やかに原状に回復して、返還しなければならない。ただし、

教育委員会の承認を得たときは、この限りでない。 

（損害賠償の義務） 

第１４条 利用者は、故意又は過失により施設等を汚損し、損傷し、又は滅失し

たときは、教育委員会の指示するところに従いこれを原状に回復し、又はその

損害を賠償しなければならない。ただし、教育委員会が特別の事情があると認

める場合は、損害賠償の額を減額し、又は賠償を免除することができる。 

（委任） 

第１５条 この条例の施行に関し必要な事項は、教育委員会規則で定める。 

附 則 

この条例は、令和３年４月１日から施行する。 

 

別表（第８条関係） 

施設使用料 

部屋名 

基本料金（単位：円） 

日中 夜間 終日 

９時から 

１７時まで 

（１時間につき） 

１７時から 

２１時３０分まで 

（１時間につき） 

９時から 

２１時３０分まで 

多目的ホール ２００ ３００ ２，５００ 

集会ホール １５０ ２２０ １，８００ 

会議室１ ８０ １２０ １，０００ 

会議室２ ７０ １００ ８００ 

厨房 １００ １５０ １，２００ 

工作室 １００ １５０ １，２００ 

創作室 １５０ ２２０ １，８００ 

和室１ ５０ ７０ ６００ 

和室２ ５０ ７０ ６００ 
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備考 

利用時間に１時間未満の端数があるときは、当該端数を１時間として計

算する。 

 

提案理由 

川之石地区交流拠点施設の設置に伴い、必要な事項を定めるため。 
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